
(57)【要約】

【課題】リング部材に一対の爪部材を取り付けて構成し

、リング部材と爪部材の一方を弾性体とすることによっ

て、バルーンを内視鏡の挿入部や挿入補助具に簡単に装

着することのできるバルーン装着ジグを提供する。

【解決手段】装着ジグ１０は、リング部材１６と、この

リング部材１６に取り付けられた一対の爪部材１８、１

８で構成される。リング部材１６は、ゴム等の弾性体か

ら成り、簡単に弾性変形させることができるとともに、

バルーン１２よりも大きな復元力で元の形状に戻るよう

になっている。リング部材１６の内径Ｄ１、及び爪部材

１８、１８の幅Ｗは、挿入部１４の外径Ｄ３よりも大き

く形成され、爪部材１８、１８の先端側には、先細部分

１８Ｂ、１８Ｂが形成される。

【選択図】  　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 、 ま た は 前 記 挿 入 部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 を 補 助 す る 挿 入 補 助 具 を バ ル ー ン
の 開 口 部 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 前 記 バ ル ー ン を 前 記 挿 入 部 ま た は 前 記 挿 入 補 助 具 に 装
着 す る た め の バ ル ー ン 装 着 ジ グ に お い て 、
　 前 記 挿 入 部 ま た は 前 記 挿 入 補 助 具 の 外 径 よ り も 大 き い 内 径 を 有 す る リ ン グ 部 材 と 、
　 基 端 部 が 前 記 リ ン グ 部 材 に 固 定 さ れ る と と も に 先 端 部 が 先 細 に 形 成 さ れ た 一 対 の 爪 部 材
と 、
　 を 備 え 、 前 記 リ ン グ 部 材 と 前 記 一 対 の 爪 部 材 の 少 な く と も 一 方 が 、 前 記 バ ル ー ン よ り も
大 き な 復 元 力 を 有 す る 弾 性 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 該 弾 性 部 材 を 弾 性 変 形 さ せ な が ら 前 記 一 対 の 爪 部 材 を 前 記 バ ル ー ン の 開 口 部 に 挿 入 す る
こ と に よ っ て 前 記 開 口 部 が 前 記 弾 性 部 材 の 復 元 力 に よ っ て 内 側 か ら 拡 げ ら れ る こ と を 特 徴
と す る バ ル ー ン 装 着 ジ グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は バ ル ー ン 装 着 ジ グ に 係 り 、 特 に 内 視 鏡 の 挿 入 部 、 或 い は 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入
す る 際 の ガ イ ド と な る 挿 入 補 助 具 に 、 バ ル ー ン を 装 着 す る た め の バ ル ー ン 装 着 ジ グ に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 し 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 観 察 光 学 系 が 設 け
ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 に は 湾 曲 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る こ と
に よ っ て 、 先 端 部 の 観 察 光 学 系 を 所 望 す る 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 体 腔
内 の 所 望 す る 位 置 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 挿 入 部 の 外 周 面 や 、 挿 入 部 に 被 せ ら れ る 挿 入 補 助 具 の 外 周 面 に バ ル ー ン が 装
着 さ れ た 内 視 鏡 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る
こ と に よ っ て 、 挿 入 部 や 挿 入 補 助 具 が 体 腔 内 に 固 定 さ れ 、 挿 入 部 の 先 端 部 を 所 望 す る 方 向
に 向 け て 固 定 す る こ と が で き る 。 前 記 バ ル ー ン は 、 略 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 部 や 挿
入 補 助 具 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 バ ル ー ン を 装 着 す る 際 は 、 バ ル ー
ン を 外 側 に 拡 げ な が ら 、 挿 入 部 や 挿 入 補 助 具 を 挿 通 さ せ る 必 要 が あ り 、 こ の た め 、 バ ル ー
ン の 装 着 作 業 に 手 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 バ ル ー ン を 筒 体 の 内 周 面 に 吸 着 し て 装 着 す る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。
こ の 方 法 に よ れ ば 、 筒 体 の 内 周 面 に 吸 着 す る こ と に よ っ て バ ル ー ン の 内 径 を 拡 げ る こ と が
で き 、 挿 入 部 や 挿 入 補 助 具 を 簡 単 に 挿 通 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の 方 法 は 、 専 用
の 吸 引 装 置 が 必 要 と な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 管 状 の ジ グ 本 体 と 、 ジ グ 本 体 の 基 端 に 螺 合 さ れ た 締 め 金 具 を 用 い て 、
筒 状 の 湾 曲 ゴ ム を 装 着 す る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 ジ グ 本 体 は 、 締 め 金 具 を 締 め 込 む こ と
に よ っ て 、 先 端 部 が 細 径 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 細 経 化 さ れ た ジ グ 本 体 の 先 端 部 に 湾 曲 ゴ
ム を 被 せ た 後 、 締 め 金 具 を 緩 め て ジ グ 本 体 の 先 端 部 の 径 を 大 き く す れ ば 、 湾 曲 ゴ ム の 内 径
を 拡 げ る こ と が で き 、 挿 入 部 を 簡 単 に 挿 通 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ５ ４ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ３ ０ ８ ６ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ は 、 締 め 金 具 を ジ グ 本 体 に ね じ 込 ん だ り 、 緩 め た り す る 作 業
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が 増 え る た め 、 装 着 作 業 そ の も の を 簡 略 化 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ は 、 締 め 金 具 を ジ グ 本 体 に 締 め 込 ん だ 際 、 ジ グ 本 体 の 先 端 部 の 径 が 小
さ く な る の に 対 し 、 ジ グ 本 体 の 基 端 部 の 径 が 大 き い ま ま で あ る た め 、 湾 曲 ゴ ム を ジ グ 本 体
に 被 せ る 作 業 に 手 間 が か か る と い う 問 題 や 、 基 端 側 に 被 せ ら れ た 湾 曲 ゴ ム が 過 剰 に 膨 張 さ
れ 、 湾 曲 ゴ ム が 損 傷 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 や 挿 入 補 助 具 に バ ル
ー ン を 簡 単 に 装 着 す る こ と の で き る バ ル ー ン 装 着 ジ グ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 、 ま た は 前 記 挿 入
部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 を 補 助 す る 挿 入 補 助 具 を バ ル ー ン の 開 口 部 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、
前 記 バ ル ー ン を 前 記 挿 入 部 ま た は 前 記 挿 入 補 助 具 に 装 着 す る た め の バ ル ー ン 装 着 ジ グ に お
い て 、 前 記 挿 入 部 ま た は 前 記 挿 入 補 助 具 の 外 径 よ り も 大 き い 内 径 を 有 す る リ ン グ 部 材 と 、
基 端 部 が 前 記 リ ン グ 部 材 に 固 定 さ れ る と と も に 先 端 部 が 先 細 に 形 成 さ れ た 一 対 の 爪 部 材 と
、 を 備 え 、 前 記 リ ン グ 部 材 と 前 記 一 対 の 爪 部 材 の 少 な く と も 一 方 が 、 前 記 バ ル ー ン よ り も
大 き な 復 元 力 を 有 す る 弾 性 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 弾 性 部 材 を 弾 性 変 形 さ せ な が ら 前 記
一 対 の 爪 部 材 を 前 記 バ ル ー ン の 開 口 部 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 前 記 開 口 部 が 前 記 弾 性 部 材
の 復 元 力 に よ っ て 内 側 か ら 拡 げ ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 リ ン グ 部 材 と 爪 部 材 の 一 方 が 弾 性 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ る の
で 、 弾 性 部 材 を 弾 性 変 形 さ せ る こ と に よ っ て 、 一 対 の 爪 部 材 の 先 端 部 を 近 接 さ せ る こ と が
で き 、 先 端 部 を 簡 単 に バ ル ー ン の 開 口 部 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 性 部 材 を 復 元
さ せ る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン の 開 口 部 を 内 側 か ら 拡 げ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 挿
入 部 或 い は 挿 入 補 助 具 を バ ル ー ン の 開 口 部 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ル ー ン 装 着 ジ グ に よ れ ば 、 リ ン グ 部 材 と 爪 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 弾 性
変 形 さ せ る こ と に よ っ て 爪 部 材 の 先 端 部 を 簡 単 に バ ル ー ン の 開 口 部 に 挿 入 す る こ と が で き
、 弾 性 変 形 し た リ ン グ 部 材 或 い は 爪 部 材 を 復 元 さ せ る こ と に よ っ て バ ル ー ン の 開 口 部 を 内
側 か ら 拡 げ る こ と が で き る の で 、 挿 入 部 や 挿 入 補 助 具 を バ ル ー ン の 開 口 部 に 容 易 に 挿 入 す
る こ と が で き 、 バ ル ー ン の 装 着 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る バ ル ー ン 装 着 ジ グ の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 装 着 ジ グ １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の 装 着 ジ グ １ ０
の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 図 １ の 装 着 ジ グ １ ０ に よ っ て 、 （ 内 視 鏡 の ） 挿 入 部 １ ４
に 装 着 さ れ る バ ル ー ン １ ２ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 以 下 の 実 施 の 形 態 で は 、 バ ル ー ン
１ ２ を 挿 入 部 １ ４ に 装 着 す る 例 で 説 明 す る が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 挿 入 部 １ ４
を 体 腔 内 に 挿 入 す る た め の 挿 入 補 助 具 に 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン １ ２ は 、 両 端 が 絞 ら れ た 略 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 両 端 の
固 定 部 （ 開 口 部 に 相 当 ） １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ と 、 中 央 の 膨 張 部 １ ２ Ｂ と を 備 え て い る 。 ま た 、
バ ル ー ン １ ２ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 か ら 成 り 、 固 定 部 １ ２ Ａ の 内 径 Ｄ ２ が 挿 入 部 １ ４ の 外 径
Ｄ ３ よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 図 ３ の 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 挿 入 部 １
４ を バ ル ー ン １ ２ に 挿 入 す る と 、 バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ が そ の 弾 性 力 に よ
っ て 挿 入 部 １ ４ の 外 周 面 に 密 着 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 固 定 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ に 糸 を
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巻 回 し た り 、 固 定 リ ン グ を 嵌 挿 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン １ ２ が 挿 入 部 １ ４ に 装 着 さ れ
る 。 装 着 さ れ た バ ル ー ン １ ２ は 、 内 部 に エ ア を 供 給 す る こ と に よ っ て 膨 張 部 １ ２ Ｂ が 膨 張
す る と と も に 、 内 部 か ら エ ア を 吸 引 す る こ と に よ っ て 膨 張 部 １ ２ Ｂ が 挿 入 部 １ ４ の 外 周 面
に 張 り 付 く よ う に な っ て い る 。 な お 、 バ ル ー ン １ ２ の 形 状 は 、 上 述 し た 例 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 例 え ば 、 円 筒 形 状 の バ ル ー ン や 、 開 口 部 が 一 つ の み 形 成 さ れ た バ ル ー ン 等 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す 装 着 ジ グ １ ０ は 、 上 述 し た バ ル ー ン １ ２ に 挿 入 部 １ ４ を 被 せ る た め の
ジ グ で あ り 、 リ ン グ 部 材 １ ６ と 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ン グ 部 材 １ ６ は 、 そ の 内 径 Ｄ １ が 図 ３ の 挿 入 部 １ ４ の 外 径 Ｄ ３ よ り も 若 干 大 き く 形 成
さ れ て お り 、 挿 入 部 １ ４ を リ ン グ 部 材 １ ６ に 挿 通 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 リ ン グ
部 材 １ ６ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 か ら 成 り 、 外 力 を 加 え る こ と に よ っ て 簡 単 に 弾 性 変 形 す る と
と も に 、 バ ル ー ン １ ２ よ り も 大 き な 復 元 力 で 元 の 形 状 に 戻 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 硬 質 部 材 か ら 成 り 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 挟
ん で １ ８ ０ ° 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ は 、 リ ン グ 部 材 １
６ の 外 周 形 状 に 倣 っ て 湾 曲 し て お り 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ の 基 端 部 分 が リ ン グ 部 材 １ ６ の 外
周 面 に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ は 、 一 定 の 幅 Ｗ で 形 成 さ れ た 一
定 幅 部 分 １ ８ Ａ と 、 そ の 一 定 幅 部 分 １ ８ Ａ の 先 端 側 に 連 設 さ れ た 先 細 部 分 １ ８ Ｂ が リ ン グ
部 材 １ ６ か ら 突 出 し た 状 態 に な っ て い る 。 一 定 幅 部 分 １ ８ Ａ は 、 そ の 幅 Ｗ が 挿 入 部 （ 図 ３
参 照 ） １ ４ の 外 径 Ｄ ３ よ り も 大 き く 形 成 さ れ る と と も に 、 長 さ Ｌ １ が バ ル ー ン １ ２ （ 図 ３
参 照 ） の 固 定 部 １ ２ Ａ の 長 さ Ｌ ２ よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 先 細 部 分 １ ８ Ｂ は
、 先 端 に 丸 み を 帯 び た 先 細 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 先 細 部 分 １ ８ Ｂ を バ ル ー ン １ ２ の 固 定
部 １ ２ Ａ に 容 易 に 、 且 つ 、 バ ル ー ン １ ２ を 傷 を 付 け ず に 挿 入 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た 装 着 ジ グ １ ０ を 用 い て バ ル ー ン １ ２ を 装 着 す る 方 法 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 作 業 者 は 、 ま ず 、 片 方 の 手 の 親 指 と 人 指 し 指 を 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ に 当 て て 、 爪 部 材 １ ８
、 １ ８ を 両 外 側 か ら 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 リ ン グ 部 材 １ ６ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 弾 性 変 形
し 、 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ 同 士 が 近 接 し た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 も う 一 方 の 手 で バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ を 把 持 し 、 こ の 固 定 部 １ ２ Ａ の 内 部
に 、 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 挿 入 す る 。 こ の と き 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ の 先 端 に 先 細 部 分
１ ８ Ｂ が 設 け ら れ て い る の で 、 爪 部 材 １ ８ を バ ル ー ン １ ２ の 内 部 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ 同 士 の 間 隔 が 、 先 細 部 分 １ ８ Ｂ か ら 一 定 幅 部 分 １
８ Ａ ま で 全 体 に お い て 近 接 し て い る の で 、 一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を バ ル ー ン １ ２ の 固 定
部 １ ２ Ａ の 奥 ま で 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ が 爪 部 材 １ ８ の 一 定 幅 部 分 １ ８ Ａ に 完 全 に 被 さ る ま で 爪 部
材 １ ８ 、 １ ８ の 挿 入 を 行 っ た 後 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 押 圧 す る 力 を 弱 め て リ ン グ 部 材 １ ６
を 復 元 さ せ る 。 リ ン グ 部 材 １ ６ の 復 元 力 は 、 バ ル ー ン １ ２ の 復 元 力 よ り も 大 き い の で 、 リ
ン グ 部 材 １ ８ は 図 ５ に 示 す よ う に 元 の リ ン グ 形 状 に 戻 り 、 バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ が
一 対 の 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ に よ っ て 拡 げ ら れ る 。 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ の 幅 Ｗ （ 図 ２ 参 照 ） は 挿
入 部 １ ４ の 外 径 Ｄ ３ （ 図 ３ 参 照 ） よ り も 大 き い の で 、 バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ は 、 挿
入 部 １ ４ よ り も 大 き く 拡 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 作 業 者 は 、 一 方 の 手 で 装 着 ジ グ １ ０ を 把 持 し 、 も う 一 方 の 手 で 挿 入 部 １ ４ を 把 持
し て 、 挿 入 部 １ ４ を リ ン グ 部 材 １ ６ の 内 部 に 挿 入 し て い く 。 上 述 の 如 く 、 バ ル ー ン １ ２ の
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固 定 部 １ ２ Ａ は 挿 入 部 １ ４ よ り も 大 き く 拡 げ ら れ て い る の で 、 挿 入 部 １ ４ を 容 易 に バ ル ー
ン １ ２ の 内 部 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 挿 入 部 １ ４ を バ ル ー ン １ ２ の 内 部 に 挿 入 し て い く と 、 も う 一 方 の 固 定 部 １ ２ Ａ は 挿 入 部
１ ４ が 挿 入 さ れ て 自 然 に 押 し 拡 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 １ ４ を バ ル ー ン １ ２ に 挿 通
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 図 ５ の 二 点 鎖 線 に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン １ ２ が 所 望 す る 装 着 位 置 に 配 置 さ れ た
際 に 、 バ ル ー ン １ ２ の 膨 張 部 １ ２ Ｂ 、 或 い は も う 一 方 の 固 定 部 １ ２ Ａ を 押 さ え な が ら 、 装
着 ジ グ １ ０ を バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ か ら 引 き 抜 く 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン １ ２ の 固
定 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ が そ の 弾 性 力 に よ っ て 挿 入 部 １ ４ の 外 周 面 に 密 着 し た 状 態 で 装 着 さ れ
る 。 な お 、 固 定 部 １ ２ Ａ か ら 引 き 抜 い た 装 着 ジ グ １ ０ は 、 挿 入 部 １ ４ の 先 端 側 に 引 き 抜 か
れ る 。 そ の 際 、 バ ル ー ン １ ２ は 萎 ん だ 状 態 な の で 、 リ ン グ 部 材 １ ６ が バ ル ー ン １ ２ に 引 っ
掛 か る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 の 装 着 ジ グ １ ０ に よ れ ば 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 弾 性 変 形 さ せ る だ
け で 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 簡 単 に バ ル ー ン １ ２ に 挿 入 す る こ と が で き る と と も に 、 リ ン グ 部
材 １ ６ を 復 元 さ せ る だ け で バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ を 簡 単 に 拡 げ る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 装 着 ジ グ １ ０ に よ っ て 拡 げ ら れ た 固 定 部 １ ２ Ａ に 挿 入 部 １ ４ を 挿 入 す る こ と に
よ っ て 、 挿 入 部 １ ４ を バ ル ー ン １ ２ に 簡 単 に 挿 通 さ せ る こ と が で き 、 バ ル ー ン １ ２ の 装 着
作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 特 に 本 実 施 の 形 態 の 装 着 ジ グ １ ０ は 、 片 手 で 扱 う こ と が
で き る の で 、 も う 一 方 の 手 で バ ル ー ン １ ２ を 把 持 し て 固 定 部 １ ２ Ａ を 拡 げ る こ と が で き 、
作 業 を よ り 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 装 着 ジ グ １ ０ を バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ に 取 り 付 け
た 状 態 で 、 装 着 ジ グ １ ０ 側 か ら 挿 入 部 １ ４ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 バ ル ー
ン を 挿 入 部 １ ４ の 先 端 か ら 離 れ た 位 置 に 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 バ ル ー ン １ ２ の 一 方 の 固 定 部 １ ２ Ａ の み に 装 着 ジ グ １
０ を 取 り 付 け た が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 も う 一 方 の 固 定 部
１ ２ Ａ に 装 着 ジ グ １ ０ を 取 り 付 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 両 方 の 固 定 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ が 拡
げ ら れ る の で 、 挿 入 部 １ ４ を よ り 簡 単 に バ ル ー ン １ ２ に 挿 通 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 リ ン グ 部 材 １ ６ を 弾 性 体 に よ っ て 構 成 し た が 、 こ れ に 限
定 す る も の で は な く 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 弾 性 体 で 構 成 し 、 そ の 弾 性 力 を 利 用 し て も よ い
。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す 装 着 ジ グ １ ０ は 、 リ ン グ 部 材 １ ６ が プ ラ ス チ ッ ク 等 の 硬 質 部 材 か ら
成 り 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ が ポ リ エ チ レ ン 等 の 弾 性 体 で 構 成 さ れ る 。 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ は 図
７ に 実 線 で 示 す 如 く 、 内 側 に 大 き く 撓 む よ う に 弾 性 変 形 し 、 図 ７ に 二 点 鎖 線 で 示 す 如 く 、
互 い が 閉 口 に な る よ う に 復 元 す る 。 そ の 際 の 復 元 力 は 、 バ ル ー ン １ ２ の 復 元 力 よ り も 大 き
く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た 装 着 ジ グ １ ０ は 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 外 側 か ら 押 圧 し て 内 側 に 大
き く 弾 性 変 形 さ せ た 状 態 で 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を バ ル ー ン １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） の 固 定 部 １ ２
Ａ の 内 部 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ の 押 圧 を 辞 め て 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ を 復 元
さ せ る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン １ ２ の 固 定 部 １ ２ Ａ が 拡 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 １
４ を バ ル ー ン １ ２ に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き 、 バ ル ー ン １ ２ の 装 着 作 業 を 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 リ ン グ 部 材 １ ６ と 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ は 少 な く と も 一 方 が 、 バ ル ー ン １
２ よ り も 大 き な 復 元 力 を 有 す る 弾 性 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い れ ば よ く 、 も う 一 方 は 、 硬
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質 部 材 で 構 成 さ れ て い て も 、 或 い は バ ル ー ン １ ２ よ り も 大 き な 復 元 力 を 有 す る 弾 性 部 材 で
構 成 さ れ て い て も よ い 。 し た が っ て 、 リ ン グ 部 材 １ ６ と 爪 部 材 １ ８ 、 １ ８ の 両 方 を 、 バ ル
ー ン １ ２ よ り も 大 き な 復 元 力 を 有 す る 弾 性 部 材 に よ っ て 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 装 着 ジ グ を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の 装 着 ジ グ を 示 す 平 面 図
【 図 ３ 】 図 １ の 装 着 ジ グ に よ っ て 挿 入 部 に 装 着 さ れ る バ ル ー ン を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 リ ン グ 部 材 を 弾 性 変 形 さ せ た 装 着 ジ グ を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 装 着 ジ グ を 取 り 付 け た バ ル ー ン を 示 す 斜 視 図
【 図 ６ 】 装 着 ジ グ を 両 側 に 取 り 付 け た バ ル ー ン を 示 す 斜 視 図
【 図 ７ 】 爪 部 材 を 弾 性 体 で 構 成 し た 装 着 ジ グ を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ … 装 着 ジ グ 、 １ ２ … バ ル ー ン 、 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ａ … 固 定 部 、 １ ２ Ｂ … 膨 張 部 、 １ ４ …
挿 入 部 、 １ ６ … リ ン グ 部 材 、 １ ８ … 爪 部 材 、 １ ８ Ａ … 一 定 幅 部 分 、 １ ８ Ｂ … 先 細 部 分
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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